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平成２ 5年度  盆おどり大会 

実行委員の皆さんたち 

夜遅くまで踊りの輪ができていました 

夜店も楽しかったな！ 

 盆おどり大会開催にあたり、多大なるご芳志をお寄せいただきまし
たので、ご披露させていただきます（順不同）。 
 大会役員一同、厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

御 芳 志 御 礼 
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匼
名

あ
い
ち
知
多
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
知
多
支
店

コ
コ
ス
ト
ア
ー
あ
さ
い

知
多
市
商
工
会

　
　
　
八
幡
支
部

知
多
メ
デ
ィ
ア
ス

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社

　
　
　
知
多
製
造
部

中
部
電
力
株
式
会
社

知
多
八
幡
郵
便
局

株
式
会
社
　
ホ
リ
テ
ッ
ク

株
式
会
社

　
カ
ロ
ー
ラ
中
京

マ
ル
セ
ポ
ン
プ

知
多
電
子
サ
ー
ビ
ス

保
険
の
え
ぽ
っ
く
株
式
会
社

有
限
会
社
　
エ
ー
ル
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
清
利

魚
　
宮

有
限
会
社
　
朝
日
屋
石
油

縄
石
生
花
店

合
資
会
社
　
早
川
電
気
商
会

八
酪
乳
業

寺
本
饅
頭
本
舗

有
限
会
社
　
福
　
助

平
成
二
四
年
度
 
寺
本
新
町

　
　
町
内
会
長
　
畑
佐
克
彦

平
成
二
四
年
度
　
寺
本
台

　
　
町
内
会
長
　
石
原
　
学
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也
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う
ち
わ

お
茶

う
ち
わ

う
ち
わ

う
ち
わ

う
ち
わ

缶
ジ
ュ
ー
ス
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、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
有
限
会
社
　
早
川
新
聞
店

大
乗
院
　
菊
地
円
能

東
海
ガ
ス
株
式
会
社

有
限
会
社

　
　
知
多
プ
リ
ン
ト
商
社

森
田
屋
伸
嘉

有
限
会
社

　
　
花
井
電
化
セ
ン
タ
ー

有
限
会
社
　
共
和
モ
ー
タ
ー
ス

山
口
歯
科
医
院

有
限
会
社
　
じ
ろ
き
ん

き
も
の
乃
丸
浩

あ
い
ち
知
多
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
知
多
支
店

株
式
会
社
　
Ｉ
 
Ｈ
 
Ｉ

中
部
電
力
株
式
会
社

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
知
多
製
造
部

合
資
会
社
　
永
井
金
物
店

第
三
六
・
三
七
代
区
長

　
　
　
　
早
川
峰
生

歴
代
区
長
会

株
式
会
社
　
チ
タ
ソ
ー

加
古
歯
科
医
院

平
成
二
五
年
度
　
亥
新
田
組
長

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
佐
智
男

J
x
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
株
式
会
社
　
知
多
製
造
所

平
成
二
五
年
度

　
　
　
　
組
長
・
町
内
会
長

法
海
寺
　
立
松
圓
浄

矢
永
歯
科
医
院
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萬
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萬
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萬
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萬

参
千
円
也

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
平
成
二
四
年
度
　
八
幡
新
町

　
　
町
内
会
長
　
三
宅
靖
夫

平
成
二
四
年
度
　
亥
新
田
組
長

　
　
　
　
　
　
　
石
田
克
彦

平
成
二
四
年
度
　
杉
山
組
長

　
　
　
　
　
　
　
久
保
浩
二

平
成
二
四
年
度
　
上
平
井
組
長

　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
宏

平
成
二
四
年
度
　
西
平
井
組
長

　
　
　
　
　
　
　
鰐
部
昌
治

平
成
二
四
年
度
　
浜
小
根
組
長

　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
清

平
成
二
四
年
度
　
中
小
根
組
長

　
　
　
　
　
　
　
早
川
裕
二

平
成
二
四
年
度
　
中
島
組
長

　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
則

平
成
二
四
年
度
　
廻
間
組
長

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
貞
典

平
成
二
四
年
度
　
堀
之
内
組
長

　
　
　
　
　
　
　
井
口
幸
徳

平
成
二
四
年
度
　
荒
古
組
長

　
　
　
　
　
　
　
木
村
俊
雄

平
成
二
四
年
度
　
荒
井
組
長

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
貞
朗

平
成
二
五
年
度
　
防
災
部
会

　
　
副
部
会
長
　
加
古
正
彦

平
成
二
三
年
度
　
中
小
根
組
長

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
一
徳

平
成
二
〇
年
度
　
廻
間
組
長

　
　
　
　
　
　
　
山
口
政
道

平
成
二
三
年
度
　
副
区
長

　
　
　
　
　
　
　
平
松
宏
一

第
四
一
代
区
長

　
　
　
　
内
山
雅
春

匼
名

株
式
会
社
　
村
　
建

有
限
会
社
　
旭
リ
ー
ス
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[

Ｑ

]

　
　
　
　
災
害
に
対
す
る
防

　
　
　
　
災
体
制
は
ど
の
よ

　
　
　
　
う
に
な
っ

て
い
ま

　
　
　
　
す
か
？

　
　
　

[

Ａ

]

　
　
　
　
八
幡
地
区
で
は
、

　
各
字
・
町
内
会
毎
に
自
主

　
防
災
会
が
設
け
ら
れ
て
い

　
ま
す
。

◆
自
主
防
災
会
の
組
織
は
、

　
基
本
的
に
次
の
よ
う
に
編

　
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
①
情
報
班

　
　
②
消
火
班

　
　
③
救
出
救
護
班

　
　
④
避
難
誘
導
班

　
　
⑤
給
食
給
水
班

　
　
⑥
警
戒
警
備
班

◆
各
班
の
担
当
者
は
、

自
主

　
防
災
会
毎
に
事
情
が
異
な

　
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は

　
当
年
度
の
班
長
さ
ん
な
ど

　
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
有
事
の
際
に
は
、

自
主
防

　
災
会
長
の
指
揮
の
も
と
、

　
各
班
の
担
当
者
は
勿
論
の

　
こ
と
、

病
気
・
け
が
の
な

　
い
人
は
積
極
的
に
活
動
に

　
加
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と

　
が
望
ま
れ
ま
す
。

[

意
見
等
の
連
絡
先

]

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
防
災
部
会
長
　
平
松
鋼
一

住
所
　
知
多
市
八
幡

　
　
　
　
　
字
堀
切
七
八

電
話
　
三
二
―

九
六
六
〇

天災人悟

廻間秋葉神社 

建て替えられた泉養山極楽寺 

中島の氏神様天白社 

光明寺山門 

平成25年5月現在 （単位：人）
廻　間 中　島

人　　数 人口比率人　　数 人口比率

人 口 513 ― 700 ―

世 帯 数 203 ― 253 ―

敬老人口 81 15.8% 64 9.1%

子ども会 21 4.1% 49 7.0%

区　　分
第3回 わがまち再発見 

 
廻
 
間
 
組
長
 
田
中
 
均
 

 
中
 
島
 
組
長
 
寺
島
康
夫
 

　
廻
間
は
寺
本
四
カ
村
（

平
井

村
、

中
嶋
村
、

堀
之
内
村
、

廻

間
村
）

に
数
え
ら
れ
、

八
幡
地

区
の
北
東
部
に
あ
り
ま
す
。

鎮

守
社
は
「

ど
ん
山
」

と
呼
ば

れ
、

地
区
の
一
番
高
い
と
こ
ろ

（

標
高
二
〇
メ
ー

ト
ル
）

に
秋

葉
社
を
お
奉
り
し
、

地
区
の

人
々
に
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「

ど
ん
山
」

の
麓
に
は
、

「

泉
養
山
　
極
楽
寺
」

が
あ

り
、

そ
の
起
源
は
室
町
時
代

（

一
五
九
六
年
）

に
大
祥
院
の

末
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

開
山
は
雪
山
言
隆
大
和
尚

（

大
祥
院
二
世
）
、

以
後
十
七

代
に
わ
た
り
、

現
在
に
至
っ

て

い
ま
す
。

　
旧
本
堂
は
享
保
十
九
年
（

一

七
三
四
年
）
、

客
殿
・
庫
裏
は

そ
れ
よ
り
前
の
正
徳
五
年
（

一

七
一
五
年

)

春
に
建
立
さ
れ
、

二
九
八
年
の
長
き
に
わ
た
り
地

域
の
人
々
に
守
ら
れ
、

愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、

市
指
定
文
化
財
に
本

尊
の
「

聖
観
世
音
菩
薩
」
、

地

蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
秘
仏

の
「

延
命
地
蔵
菩
薩
立
像
」

（

申
年
毎
に
御
開
帳
）
、
「

大

鰐
口
」

が
あ
り
ま
す
。

　
幾
た
び
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
き
た
本
堂
、

客
殿
、

庫
裏
も

今
年
（

二
〇
一
三
年
）

夏
に
新

し
く
建
て
替
え
ら
れ
、

現
在
は

真
新
し
い
お
寺
様
に
な
り
ま
し

た
。

　
赤
ち
ゃ

ん
、

子
ど
も
、

お
年

寄
り
、

み
ん
な
が
集
い
、

ふ
れ

あ
え
る
様
な
鎮
守
様
、

お
寺
様

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
今
年
は
子
ど
も
会
の
人
数
も

増
え
ま
し
た
。

活
気
あ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、

字
の
行
事

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ

て
い
ま
す
。

　
中
島
に
は
、

天
白
社
と
い
う

神
社
と
光
明
寺
と
い
う
お
寺
さ

ん
が
あ
り
ま
す
。

　
中
島
の
氏
神
様
で
あ
る
天
白

社
は
、

創
設
の
年
代
は
不
詳
で

す
が
、

寺
本
四
ケ
村
萬
代
記

（

宝
暦
九
年
・
一
七
五
九
年
）

に
記
述
が
残
っ

て
い
ま
す
。

そ

れ
に
よ
る
と
、

天
白
社
に
は
勅

使
殿
が
あ
り
、

そ
の
場
所
は
御

所
と
呼
ば
れ
天
智
帝
を
神
と
し

て
奉
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
白
社
の
神
は
速
秋
津
姫
尊

で
あ
り
、

大
八
洲
を
守
護
す
る

神
様
で
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
祭

礼
の
神
輿
渡
御
は
、

以
前
は
杉

山
の
神
功
皇
后
社
ま
で
渡
御
さ

　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
皇
后
社
の
祭
神

　
　
　
　
　
様
は
母
親
で
あ

　
　
　
　
　
り
、

八
幡
神
社
の

　
　
　
　
　
祭
神
は
子
ど
も
に

　
　
　
　
　
あ
た
り
ま
す
。

　
年
に
一
度
行
わ
れ
る
祭
礼
の

渡
御
の
途
中
で
嵐
に
遭
い
、

中

島
の
天
白
社
へ
避
難
の
た
め
に

立
ち
寄
っ

て
以
来
今
日
ま
で
、

五
穀
豊
穣
を
願
っ

て
、

八
幡
神

社
か
ら
天
白
社
へ
の
神
輿
渡
御

が
秋
祭
り
と
し
て
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、

光
明
寺
の
境
内
に
あ

る
十
王
堂
は
、

明
治
に
な
っ

て

か
ら
他
所
に
あ
っ

た
も
の
を
こ

こ
に
移
し
た
も
の
で
す
。

十
王

佛
の
台
座
に
は
、

正
徳
二
年

（

一
七
一
二
年
）

の
年
号
が
あ

り
、

明
治
十
八
年
（

一
八
八
五

年
）

に
修
復
さ
れ
た
記
録
が

残
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（

知
多
市
誌
よ
り
）

　
中
島
に
は
、

他
に
も
貴
重
な

も
の
が
残
っ

て
お
り
、

一
度
散

策
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ

う

か
。


